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１ 【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

平成30年３月23日提出の有価証券届出書の記載事項のうち、平成30年６月28日開催の定時株主総会において第三者

割当増資による新株式発行の件につき承認が得られたこと並びに平成30年６月29日に有価証券報告書(第７期事業年

度)及び臨時報告書を提出したことに伴い、これらに関連する事項その他の事項を訂正するため、有価証券届出書の訂

正届出書(以下「本訂正届出書」といいます。)を提出するものであります。

 
２ 【訂正事項】

第一部　証券情報

第１　募集要項　

１　新規発行株式

２　株式募集の方法及び条件

(2) 募集の条件

第３　第三者割当の場合の特記事項

３　発行条件に関する事項

ａ　発行価格の算定根拠及び発行条件の合理性に関する考え方

ｂ　発行数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠

第三部　追完情報

１．資本金の増減

２．事業等のリスクについて

３．臨時報告書の提出について

第四部　組込情報

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は下線で示しています。
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第一部 【証券情報】

 

第１ 【募集要項】

 

１ 【新規発行株式】

<訂正前>

<前略>

(注) １　平成30年３月23日(金)開催の取締役会決議によるものであります。なお、本第三者割当増資による新株式の

発行については、平成30年６月28日開催予定の当社第７回定時株主総会における議案の承認(特別決議)を条

件としております。

<後略>

　

<訂正後>

<前略>

(注) １　平成30年３月23日(金)開催の取締役会決議によるものであります。なお、本第三者割当増資による新株式の

発行については、平成30年６月28日開催の当社第７回定時株主総会における議案の承認(特別決議)を条件と

しており、当該定時株主総会において、本第三者割当増資に係る議案は、原案通り承認可決されました。

<後略>

 
２ 【株式募集の方法及び条件】

(2) 【募集の条件】

<訂正前>

<前略>

(注) ３　申込みの方法は、本届出書の効力が発生し、かつ、平成30年６月28日開催予定の当社第７回定時株主総会に

おいて本第三者割当増資に関する議案が承認された後、割当予定先との間で総数引受契約を締結し、払込期

日までに下記払込取扱場所へ発行価格の総額を払い込むものとします。

　

<訂正後>

<前略>

(注) ３　申込みの方法は、本届出書の効力が発生し、かつ、平成30年６月28日開催の当社第７回定時株主総会におい

て本第三者割当増資に関する議案が承認された後、割当予定先との間で総数引受契約を締結し、払込期日ま

でに下記払込取扱場所へ発行価格の総額を払い込むものとします。
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第３ 【第三者割当の場合の特記事項】

 

３ 【発行条件に関する事項】

<訂正前>

ａ　発行価格の算定根拠及び発行条件の合理性に関する考え方

<前略>

当社は、当社株式の１ヶ月間における終値の単純平均値を基準とする上記発行価格は、上記のとおり当社の企業

価値を公正に反映したものであると考えておりますが、上記発行価格による本第三者割当増資の実行は、日本証券

業協会の「第三者割当増資の取扱いに関する指針」(平成22年４月１日付)に照らせば、会社法第199条第３項に定め

る特に有利な金額による発行に該当すると判断される可能性も否定できないことから、慎重な手続を経る観点か

ら、平成30年６月28日開催予定の当社第７回定時株主総会に本第三者割当増資に関連する議案を上程し、会社法第

199条第２項に基づく有利発行に係る株主総会の特別決議による承認を得ることを、本第三者割当増資による新株式

の発行の条件としております。

 

ｂ　発行数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠

<前略>

このように、本第三者割当増資により可能となる当社グループの不動産開発事業及び不動産賃貸管理事業の拡大

を通じ、中長期的には、企業価値が向上し、本第三者割当増資による希薄化を上回るＥＰＳ(１株当たり純利益)が

上昇することが見込まれます。そのため、当社としては、本第三者割当増資による株式の希薄化は合理的な範囲で

あると判断しておりますが、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第432条に定める株主の意思確認に係る手

続きとして、平成30年６月28日開催予定の当社第７回定時株主総会に、本第三者割当増資に関連する議案を上程

し、株主の皆様の承認を得ることを本第三者割当増資の実施の条件としております。

 

<訂正後>

ａ　発行価格の算定根拠及び発行条件の合理性に関する考え方

<前略>

当社は、当社株式の１ヶ月間における終値の単純平均値を基準とする上記発行価格は、上記のとおり当社の企業

価値を公正に反映したものであると考えておりますが、上記発行価格による本第三者割当増資の実行は、日本証券

業協会の「第三者割当増資の取扱いに関する指針」(平成22年４月１日付)に照らせば、会社法第199条第３項に定め

る特に有利な金額による発行に該当すると判断される可能性も否定できないことから、慎重な手続を経る観点か

ら、平成30年６月28日開催の当社第７回定時株主総会に本第三者割当増資に関連する議案を上程し、会社法第199条

第２項に基づく有利発行に係る株主総会の特別決議による承認を得ることを、本第三者割当増資による新株式の発

行の条件としております。なお、当該定時株主総会において、本第三者割当増資に係る議案は、原案通り承認可決

されました。

 

ｂ　発行数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠

<前略>

このように、本第三者割当増資により可能となる当社グループの不動産開発事業及び不動産賃貸管理事業の拡大

を通じ、中長期的には、企業価値が向上し、本第三者割当増資による希薄化を上回るＥＰＳ(１株当たり純利益)が

上昇することが見込まれます。そのため、当社としては、本第三者割当増資による株式の希薄化は合理的な範囲で

あると判断しておりますが、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第432条に定める株主の意思確認に係る手

続きとして、平成30年６月28日開催の当社第７回定時株主総会に、本第三者割当増資に関連する議案を上程し、株

主の皆様の承認を得ることを本第三者割当増資の実施の条件としております。なお、当該定時株主総会において、

本第三者割当増資に係る議案は、原案通り承認可決されました。
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第三部 【追完情報】

 

<訂正前>

１．資本金の増減

<中略>

　

２．事業等のリスクについて

下記「第四部　組込情報」に記載の第６期有価証券報告書及び四半期報告書(以下「有価証券報告書等」といいま

す。)の提出日以降、本届出書提出日(平成30年３月23日)までの間において、当該有価証券報告書等に記載された「事

業のリスク」について生じた変更及び追加事項はありません。

なお、当該有価証券報告書等には将来に関する事項が記載されておりますが、当該事項は本届出書提出日(平成30年

３月23日)現在において、その判断に変更はなく、また、新たに記載する将来に関する事項もありません。

　

３．臨時報告書の提出について

<中略>

 
<訂正後>

「１．資本金の増減」の全文削除

 

１．事業等のリスクについて

下記「第四部　組込情報」に記載の第７期有価証券報告書の提出日以降、本訂正届出書提出日(平成30年６月29日)

までの間において、当該有価証券報告書に記載された「事業のリスク」について生じた変更及び追加事項はありませ

ん。

なお、当該有価証券報告書には将来に関する事項が記載されておりますが、当該事項は本訂正届出書提出日(平成30

年６月29日)現在において、その判断に変更はなく、また、新たに記載する将来に関する事項もありません。

　

２．臨時報告書の提出について

中略部分を以下のとおり差し替え

 

下記「第四部　組込情報」に記載の第７期有価証券報告書の提出日以後、本訂正届出書提出日(平成30年６月29日)

までの間において、以下の臨時報告書を提出しております。

 
平成30年６月29日　関東財務局長に提出の臨時報告書

 
１　提出理由

平成30年６月28日の定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条の５第４

項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本報告書を提出するもので

あります。

 
２　報告内容

(1) 株主総会が開催された年月日

平成30年６月28日
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(2) 決議事項の内容

第１号議案　取締役(監査等委員である取締役を除く。)２名選任の件

取締役(監査等委員である取締役を除く。)として宮越邦正、板倉啓太の２氏を選任するもので

あります。

第２号議案　第三者割当による新株式発行の件

第三者割当により新株式の発行を行うものであります。

　

(3) 決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要

件並びに当該決議の結果

 

決議事項
賛成数
(個)

反対数
(個)

棄権数
(個)

可決要件
決議の結果

及び賛成(反対)
割合(％)

第１号議案

取締役(監査等委員

である取締役を除

く。)２名選任の件

     

宮 越　邦 正 267,330 1,359 －
(注)１

可決 99.49

板 倉　啓 太 267,336 1,353 － 可決 99.49

第２号議案

第三者割当による新

株式発行の件

265,817 2,872 － (注)２ 可決 98.93

 

(注) １　議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の議

決権の過半数の賛成による。

２　議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の議

決権の３分の２以上の賛成による。

 
第四部 【組込情報】

 

<訂正前>

次に掲げる書類の写しを組み込んでおります。

有価証券報告書及びその
添付書類

事業年度
(第６期)

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

平成29年６月30日
関東財務局長に提出

四半期報告書及びその添
付書類

事業年度
(第７期第３四半期)

自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

平成30年２月14日
関東財務局長に提出

 

<後略>

 

<訂正後>

次に掲げる書類の写しを組み込んでおります。

有価証券報告書及びその
添付書類

事業年度
(第７期)

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

平成30年６月29日
関東財務局長に提出

 

<後略>

 
以上
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書
 

 

　

平成30年６月28日

宮越ホールディングス株式会社

取 締 役 会 御中

 

興　亜　監　査　法　人
 

　
指 定 社 員

業務執行社員
公認会計士 武   田      茂 ㊞

 

　
　

指 定 社 員

業務執行社員
公認会計士 柿   原   佳   孝 ㊞

 

　

＜財務諸表監査＞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる宮越ホールディングス株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、す

なわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フ

ロー計算書、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行っ

た。

　

連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を

策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、

当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用

される。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リス

ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結財務諸表の作成と適正な表示に関連する

内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見

積りの評価も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

　

監査意見

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、宮

越ホールディングス株式会社及び連結子会社の平成30年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計

年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成30年３月23日開催の取締役会において、第三者割当により新

株式を発行することを決議し、平成30年６月28日開催の定時株主総会において承認可決している。

　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。
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その他の事項

　会社の平成29年３月31日をもって終了した前連結会計年度の連結財務諸表は、前任監査人によって監査されている。

前任監査人は、当該連結財務諸表に対して平成29年６月29日付けで無限定適正意見を表明している。

 
＜内部統制監査＞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、宮越ホールディングス株式会

社の平成30年３月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

 

内部統制報告書に対する経営者の責任

経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告

に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した内部統制監査に基づいて、独立の立場から内部統制報告書に対する意見

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の

基準に準拠して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき内部統制監査を実施

することを求めている。

内部統制監査においては、内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手する

ための手続が実施される。内部統制監査の監査手続は、当監査法人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重

要性に基づいて選択及び適用される。また、内部統制監査には、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評

価結果について経営者が行った記載を含め、全体としての内部統制報告書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

当監査法人は、宮越ホールディングス株式会社が平成30年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表

示した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に

準拠して、財務報告に係る内部統制の評価結果について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認め

る。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

※１ 上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出会

社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の監査報告書
 

 

 

平成30年６月28日

宮越ホールディングス株式会社

取 締 役 会 御中

 

興　亜　監　査　法　人
 

 

指定社員
業務執行社員

公認会計士 武  田   　茂 ㊞
 

 

指定社員
業務執行社員

公認会計士 柿　 原  佳 　孝 ㊞
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる宮越ホールディングス株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第７期事業年度の財務諸表、すな

わち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査

を行った。

　

財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、

これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監

査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。

財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の

実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検

討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も

含め全体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

　

監査意見

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、宮越

ホールディングス株式会社の平成30年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべて

の重要な点において適正に表示しているものと認める。

 
強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成30年３月23日開催の取締役会において、第三者割当により新

株式を発行することを決議し、平成30年６月28日開催の定時株主総会において承認可決している。

　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。
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その他の事項

　会社の平成29年３月31日をもって終了した前事業年度の財務諸表は、前任監査人によって監査されている。前任監査

人は、当該財務諸表に対して平成29年６月29日付けで無限定適正意見を表明している。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

※１ 上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出会

社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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